
【背景】糖質は一部ホルマリン液中に溶出するため、糖質

の保存にはカルノア等が適している。病理検査では、がん

ゲノム等を想定して 10％中性緩衝ホルマリン固定組織が用
いられる傾向にある。Cancer in adenomaの発生は腺腫の大
きさに依存する。細胞表面には複合糖質が存在し、糖鎖の

変化は細胞の増殖、癌化などと関係を有している。レクチ

ンは特有な糖質と結合するため、細胞表面の糖質の状態を

知ることが可能である。【目的】病理組織標本で糖質を検

索することを目的として、組織中の糖質が固定液中にどの

程度溶出するのかを検討した。大腸 Cancer in adenomaにお
ける複合糖質の変化をレクチン組織化学により検索した。

【対象と方法】糖質の固定液中への溶出は、マウス肝蔵お

よび大腸を対象とした。固定液は、カルノア、10％中性緩
衝ホルマリン、10％ホルマリンで、染色は H&E、PAS、
pH2.5アルシアン青、pH1.0 アルシアン青およびレクチン組
織化学を行った。大腸 Cancer in adenomaにおける複合糖質
の変化は、外科切除組織ホルマリン固定 2日のパラフィン
包埋未染色標本とした。レクチンは、DBA、SBA、WGA、

SucWGA、RCA-1、HPA、および UEA-1を用いた。レクチ
ン組織化学はビオチン化レクチンを用いた。【結果】糖質

の固定液中への溶出では、カルノアに比し、10％中性緩衝
ホルマリン、10％ホルマリンで固定液と固定時間の経過に
より染色性の低下がみられた。大腸 Cancer in adenomaのレ
クチン組織化学では、DBA、SBA、WGA、UEA-1は腺腫、
腺癌で陽性を認めた。 腫瘍性病変において、Nアセチルガ
ラクトサミン、Nアセチルグルコサミン、および L-フコー
スの新規合成が示唆された。SucWGAと PNAは腺癌にの
み陽性を認めた。RCA-1と HPA全てに陽性であった。
【結論】糖質の固定液中への溶出では、カルノアに比し、

10％中性緩衝ホルマリン、10％ホルマリンで固定時間の経
過により染色性の低下がみられた。大腸腺腫および大腸腺

癌において、複合糖質の変化を認め、腫瘍の発生に複合糖

質の変化が関与していると考える。DBA, SBA, WGA, PNA, 
UEA-1によるレクチン組織化学は大腸腺腫、大腸腺癌の病
理補助診断として有用である。047-354-3311
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